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附属材料試験炉利用施設
開設20周年を迎えて
附属材料試験炉利用施設長 茅 野 秀 夫
本施設は時の要請を受け東北大学金属材料研究 茨城県東茨城郡大洗町の太平洋に面する風光明
所教授,故後藤秀弘先生を班長として設置された 媚な日本原子力研究所大洗研究所内に約1万200
関係国立大学の総合研究班,日本学術会議特別委M2の 敷地を借用して,989m2の研究棟,852m2のホ
員会,および同会議原子力開発,基礎研究部会の ツトラボ棟,144耐の実験棟を建設することにより
下部組織として作られた材料試験炉利用準備委員 開設された本施設には,その後,昭和45年度に共
会等の審議に基づき,昭和44年6月/1日,文部省 同利用者のための宿泊施設と施設職員のための宿
令第18号により金属材料験研究所の附属施設とし 舎が施設に程近い大洗田大貫に設置され,この平(
て新設された。同時に本施設と密接な関連を持っ 成元年度には後述するアクチノイド実験棟の完成
て研究を行なう同研究所原子炉材料研究部の照射 を見て現在に至っている。本施設は放射性物質取
研究部門も併設され,共に本年をもって20周年を 扱施設であり,設置運営に当たっては地元大洗町
迎えた。 はじめ関係自治体等の絶大なる御支援御理解をい
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附属材料試験炉用施設全景とJMTR
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材繍 炉「_の 利用において[ま日本原子 嘩
動力炉核燃料開発事業団に全面的に御協力いただ
関係教官より構成される施設運営委員会,全国国 鵬
立大学および日本原子力研究所,動力炉核燃料開.
発事業団の関係各位より構成される施設共同利用 一
上述のように原子炉を用いた材料,核燃料の研 アクチノイド元素取扱用α一γセル
究のための全国国立大学共同利用施設として設置
された本施設では,昭和44年度に2回,その後は いる世界最新の照射設備,MOTA,を利用した文
!現 在まで各年1回,現在まで合計22回の共同利用 部省日米科学技術協力事業においては,本施設が
の募集を行ってきており,設立当初より,北濡道 照射後試験施設として〔‡]心的な役割を果たすべく
から九州までの幅広い大学からの研究者と大学院 要請され,研究計画が進められている。現在まで
生が来設し,研究に従事している。平均,年35グ の本施設を中心とした研究の成果としては,原子
ループ程度の共用利用申込があり,採択後,延べ 力材料開発及び寿命評価のための材料評価法の確
人員として1500人日内外,1日当り5-7人の施 立がます挙げられる。特にこの中で微小試験片試
設利用が行なわれている。近年は核融合炉開発に 験技術に関連した高速衝撃試験機の開発では,世
関連した重照射研究,新しい研究領域として注目 界最小の試験片を用いて,工業的材料特性として
されるアクチノイド元素関連の研究等への関心の 重要な破壊靱性の測定に成功している。また,原
高まりを受けて,共同利用の件数は質量とも増加 子力材料のみならず,物質,材料の基礎物性研究
する傾向にあり,平成元年度の申込件数は70件に からも重要視される放射線損傷基礎研究分野にお
及んでいる。 いては,照射損傷基礎過程の解明,重照射特有の
開設当初は主として材料試験炉「JMTR」を利 現象解析,陽電子対消滅法による材料物性の研究,
用した研究を行っていた本施設は,昭和40年代以 酸化物伝導体の照射効果といった分野で国際的な
降の新型原子炉である高速増殖炉の開発,および 業績を挙げてきている。さらに,有機金属ポリマ
制御核融合炉開発の進展に伴う重照射研究への関 一による炭化珪素繊維の合成およびその超高温材
{心 の高まりを受けて,昭和60年度より動力炉核燃 料,原子力材料としての特性評価は材料開発に新
料開発事業団の高速実験炉 「常陽」を利用した重 天地を拓くものとして高く評価されている。また,
照射研究にも着手し現在に至っている。加えるに,有 機金属化合物を利用した核融合炉用構造材料,
材料照射研究の国際的連携iの流れの中で,本施設 機能材料の開発とその中性子照射損傷特性の評
は照射後試験施設として重要な役割を近年担うこ 価,低放射能材料の開発とその放射能評価,放射
ととなってきた。具体的には,昭和57年度から5線 遮蔽材料の開発といった分野で着実な成果を挙
か年間実施された文部省日米科学技術協力事業と げつつある。
しての,米国ローレンス ・リバモア研究所に設置 原子炉を利用した照射研究はこのような過去の
された当時世界最強の核融合中性子源,RTNS蓄 積を踏まえてより高度な照射環境が要求されて
一11,を利用した照射研究において,照射後の材 おり,本施設でも日本原子力研究所,動力炉核燃
料,物質の原子レベルでの変質過程の解明に本施 料開発事業団の協力の下,関係の研究者と共にご
設は重要な役割をはたした。さらに,この実績を れに対応すべく努力を重ねている現況である。本
踏まえて,昭和63年度より進められている米国ハ 施設が現在重要課題として取り組んでいる課題に
ンフオードの高速実験炉,FFTFに設置されて は照射材料の標準化,高度化,照射条件を精密か
一3一
つ任意に制御できるキャブセルの開発とそれを用 等に整備している。
いた高度制御照射の実施,原子炉内で照射しなが 建屋に関連した予算としては62年度,63年度予
らその場で材料物性,特性を評価する手法の確立 算,9億2,590万円,鉄セル,5億8,050万円であ
などがある。さらに,世界的にも限られた照射環 る。また放射線管理対策費,3億5,621万円,実験
境をより有効に効率的に利用して研究の進展を図 設備費3億3,557万4「二円,総額21億9,818万4干
ることは広い意味での本施設の使命であり,現在 円で平成2年度で完成予定である。アクチノイド
進められる日米協力国際原子力機構,IAEAの下 実験棟の共同利用開始は平成2年度を予定してい
で進められる多国間協力に積極的に関わりながら る。アクチノイド元素を本格的に取り扱える施設
今後のこの分野での研究推進を図って行きたいと としては,我国の大学で本実験施設が唯一のもの
考えている次第である。 であり,研究の方向としては世界的にも未開拓の
次に来年度共同利用開始を予定しているアクチ 分野である。アクチノイド元素は超伝導,磁性,
ノイド元素実験設備の整備経緯について述べる。 熱電子材料,水素貯蔵材料等として優れた特性を
アクチノイド元素に関する研究は長期間安定な放 もつことが知られつつあり,この元素を利用した
射線源の開発,核燃料サイクルの確立のための研 新素材の合成,核物性および材料物性の研究,放(
究といった応用的関心からはもちろんのこと,電 射線源としての利用,核燃料サイクル科学の研究
子物性,核物性などの基礎科学の分野からも非常 等今後の成果が大きく期待されている。
な関心を持たれている分野であり,昭和58年の日 本施設は,重照射研究およびアクチノイド元素
本学術会議の勧告にも見られるようにこの分野の の研究の本格的に行える我国の大学で唯一の共同
研究のための大学関連設備の設置が強く求められ 利用機関であって20周年を一区切りとして覚梧新
ていた。このような動きを受けて文部省は,核燃 たに大学における原子炉材料およびアクチノイド
料の照射基礎研究,ウラン,トリウムの材料物性 元素の研究の拠点施設としての今後の責務を果た
研究で実績を積み上げていた本施設に昭和62年度 すため一層の努力をする所存である。
より4か年でアクチノイド元素実験設備の整備を 本施設の開設20周年を記念し,併せて本年3月
行うことを決定した。基本設計は本学施設部がこ に竣工を見た本施設アクチノイド元素実験棟の竣
れを行い,地上3階,地下1階,総床面積2336m2工を披露するための記念式典がアクチノイド元素
の実験建屋およびセル等の主要設備は(株)間組,実 験棟研修セミナー室で関係各位lOO名程の臨席
(株)日製産業をはじめとする関係各社の施工に の下,去るり0月26日,盛大に行われた。式は金属
より,昭和62年9月30日着工,昭和63年12月20〔ヨ 材料研究所阿部事務部長の司会のもと,増本所長
竣工と予定どおりの順調な工事進展を見た。本施 の挨拶に始まり・文部省・本学等関係各位からの
設の幡 部とも翫 る放射性アクチノイド元素取 ご祝髄 賜るなかで 制 なく進められた.式典(
扱のための α一γセルは,最 新の設備概念に基き に引き続き,祝 賀会が行われた。祝賀会は快晴の
サービス ・ルーム,ア イソレーション ・ルームを もと,の どかに広がる太平洋を見晴らす大洗シー
持ち2部 屋より構成されたステンレスライニング サイドホテルで八木教授司会により,元施設長の
した気密構造,鉄35Gm遮蔽のものであり,(株)日 幸田成康先生の乾杯の音頭,茨城県をはじめとし,
製産業,(株)日立造船工ンジニァリングが製造を 鈴木元所長,渡 辺元所長等のスピーチ,大 洗町磯
行い,この平成元年3月28日据え付けを完了した。 節保存会による本場の郷土色豊かな磯節披露など
現在,付 帯設備,実 験設備の整備を順次行ってい なごやかに行われた。
るところである。本実験棟は核燃料物質使用施設
検査対象外の少量のアクチノイド元素の取り扱い
実験施設であり核分裂生成物として100キュリー
末満,ブルトニウム1g未 満を取り扱うことを予
定している。但し,少 量の放射性物質核燃料の取
り扱い施設ではあるが安全対策は大規模施設と同
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金研について
材料プロセス評価学研究部門
名古屋工業大学工学部教授 宮 崎 亨
繋蕪繋軍惑脚
(金 研こ来ている闘よ 輻 も殆どなく・思考が 獣 隆
噛 さ楓 鄭 醜 幅 であり舐 こような 、樽 事 脳 ≒
環境を提供 して下さった金研の皆様に心から感謝1凱 どづ
致 しております。しかしこのような自由な時間をH・ .fi。r.
持てると言うことは招待 していただいたホストの'達, ニ ド ロ
増本先生を始め研究室,新素材開発施設の方々に,'一
殆ど何のお役にもたっていないと言うことの裏返
しでもあり,申し訳なく思っている次第です。
私の専門はスピノーダル分解など過飽和固溶体 したがって,卒業研究や大学院の研究テーマを
の相分解過程やそれに伴う組織形成過程,更には 考える場合でも,我々はこの研究テーマが教育的
状態図計算に関するものであります。この方面は であるかどうか,つまりこの研究テーマをやらせ
地味ではありますが,材料科学あるいは物性物理 ることがその学生にとって将来的にプラスである
の最も基本的な問題を含んでおり,国際会議やシ かどうかをつい考えてしまうのです。研究のプロ
ンポジウムは数多く開催されているのに,この広 セスについても同様なことが言えます。研究成果
金研にどう言う訳か専門を同じくする人が殆どお をダイレクトに求めない場合もあり得ます。
られません。 一方これと正反対なのは企業の研究かと考えま
{私 は大学人生を金研の助手から初め,二十数年 す。企業でありますから研究成果第一主義である
たってまた金研でお世話になっている訳ですが,の は当然でありましょう。しかし,研究成果主義
それだけに金研自体の変化あるいは外部との差異 の通例として,思考プロセスを重要視しないこと
を感じとる事が出来ます。今日はその辺について が多く,幾年かの間にせっかくの人材を駄目にし
思い付くまま筆をとることに致します。 てしまうことがあります。卒業して4～5年もた
小生は工学部教官が本職でありますが,学部と つうちに,学生時代の柔軟な思考を失ってかたい
言うところは学生の教育にかなりの程度比重をか 頭の持ち主に変ぼうする例は少なくありません。
けなければならない所です。大学教育は学生に さて金研のような大学付置の研究所はどうかと
個々の現象論を覚えさせることではなく,将来の 言うと,増本所長がIMRニユース,89No.5に書
自己の思考の柱となる基礎的学問体系を理解さ かれているように,研究所はその時代の重要な学
せ・身につけさせそれを各論へ応用する力を身に 間領域を開拓するために設置されているものであ
つけさせることです。そうでなければこの進展の りましよう。ここには明らかに学部とは異なった
はげしい世の中,たちまち35オ定年を迎えてしま 役割があります。はっきりとした目的意識があり,
います。 研究成果志考であります。これは想像ですが,多
一5
分,同じ東北大学の工学部の大学院生であっても,十 分対応できないことを見ても明らかでしょう。
その研究内容あるいはアブローチの仕方が青葉山 そのような時こそ,金研が材料開発の中心のみ
と片平ではある程度異なっているのではないかと でなく,材料科学の中心であってほしいと考えま
思います。私はそれはそれでよいと思います。 す。つまり材料研究の成果の発信基地であると同
ただ,この考え方を推し進めて研究の効率化ば 時に,人材の発信基地であってほしいわけです。
かりをねらうと企業の研究との区別がなくなって 長い金研の歴史の中で見出された数々の新材料も
しまうように思われます。研究のみでなく教育を さることながら,数多くの優れた研究者を世に送
も柱とする大学に研究所が設置されているのはそ ったことの重要性はさらに大きいと私は思ってい
れなりの意味がある筈であります。現在,学部に ます。
おける大学院などの高等教育は,学問の進展,技 客員教授として快適な金研生活を送らせていた
術の急速な高度化と相まって,徐々に難しくなり だき,その上,釈迦に説法のこのような勝手なこ
つつあります。このことは,企業の採用希望する とばかり書きましたが,御容蔽願います。
学生が,学部から修士へそして†専士へと高度な学IMRの ますますの御発展をお祈り致します。
生へと移り変わりつつあるのに,学部側がそれに1
国立 研 究所 と しての 中工 試 の役 割 と
研 究 動 向[金 研額 として]
材料設計学研究部門客員助教授
中国工業技術試験所 主任研究員
西 村 六 郎
平成元年/0月から半年間,金研の客員助教授と きた私は金属の不働態化現象の解明を基本姿勢に
してお世話になることになりました。金研の業 しながら,不働態皮膜の組成 ・構造,孔食,応力
績 ・伝統等は世界的であり,客員助教授になれた 腐食割れ等を広く浅く研究してきました。これら
ことは非常な名誉 ・光栄と思っています。よろし は既存の金属材料の腐食現象の把握が主たる目的
くお願い申し上げます。 でありました。しかしながら,MIT(米国)の留
最初に,私が所属している中国工業技術試験所 学時代にイオン注入法による表面改質ニッケルの 〆
の簡単な紹介をさせて頂きます。中国工業技術試 水素透過挙動を研究するに及んで,表面改質によ ＼
験所は通産省工業技術院の/6試験所(筑波に9所 る既存金属材料の高機能化あるいは高付加価置化
各地方ブロックに6所)の一つで広島県呉市にあ に関心を持つようになりました。このような時に,
ります。当試験所は世界最大規模の瀬戸内海水理 金研の研究スタッフとともに,超耐食性合金であ
模型を持ち,地域技術振興,国家プロジエクトの るアモルファス合金の研究に従事できることは最
推進等に貢献しています。特に,地方の時代と言 大の喜びと同時に私自身の転換期であると思って
われている時に,地方試験所は2り世紀に向けての います。といいますのは,最近の"重厚長大"か
地域企業の発展 ・向上に有益なるように寄与 ・貢 ら"軽薄短小"への産業の推i移は既存の金属材料
献するよう努力しているところです。国立大学の から機能性材料,新素材等の材料開発に集中して
役割とは異なるため,地方試験所の役割が明確に いるからです。これは21世紀に向けての先端技術
認識されていないのが現状ですが,科学技術発展 あるいは先端産業の進展とも対応しています。そ
に別な意味で貢献していると思っていますので,の 中でアモルファス合金のような超耐食性 ・機能
今後ともよろしくお願い申し上げます。 性材料が開発されるに至っています。
学生時代以来,金属材料の腐食研究に携わって また,一方では今後新たに開発される材料の腐
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食対策も重要なことは言うまでもありません。と 学においてなされている素粒子から宇宙生成にわ
いうのは,材料が環境と接触しているかぎり,腐 たる統一一的(総合的)な解釈と同様な観点 ・視点
食の問題(経済的損失,入災等に関係する)がか(分 析から総合へ)が,不働態化現象の解明に必
ならず現実的な問題として認識されるからです。 要なことかもしれません。
これには防食技術の発展が重要です。これは腐食 以上のことを考えながら,金研の皆様と一緒に
研究に比べて工学的経済的要素 ・視点でなされる 討論 ・研究に努力したいと考えています。アルモ
必要があります。このように,腐食 ・防食研究は ファス合金は超耐食性の他に種々の特性を備えて
どのような材料が開発されたとしてもなされるこ いることが明らかにされ,鋭意改良 ・開発がなさ
とが必要であり,重要なことだと考えています。 れているようです。その点に関しても,有益な情
腐食科学において,最も根本的な研究課題は不 報 ・アイデアが得られるものと考えています。さ
働態化現象の解明です。不働態化現象の解明は純 らに,金研の皆様との討論を通じて,アモルファ
学問的な興味ばかりではなく,アモルファス合金 ス合金の超耐食性機能が不働態化現象の解明に向
のような超耐食性材料の材料開発並びに防食法へ けて私自身に新たな視点を与えるかもしれませ
1の 新たな視点を提示することができるものと私自 ん。客員研究の機会を利用して,腐食科学と材料
身考えています。これに関する研究はファラデー 科学との関係さらに腐食科学の根本問題を改めて
の時代から今日に至るまでなされているにもかか 考えたいと思っています。
わらず,未だに謎のままです。しかも,これを明 最後になりましたが,このような有益で実りの
らかにするための直接的な研究アプローチは現在 ある機会を与えて頂きました橋本先生をはじめと
のところありません。これは最新技術あるいは先 して,御関係の先生方並びに金研の職員の皆様に
端技術の利用 ・応用で新たな情報 ・データの蓄積 心からお礼を申し上げますとともに今後とも御指
で可能になるかもしれません。あるいは現代物理 導 ・御鞭燵の程宜しくお願い申し上げます。
多元反応スパッタ装置
(三元イオンビームスパ ッタ方式)
新 素 材 開発 施 設
t現 在,新 しい機能性材料としての可能性を求め らされることもないので,よ り高純度で質の良い
て,金 属人工格子の研究が盛んになっています。 薄膜の作製が可能です。更にイオンビームの電流
金属人工格子とは,二種または二種以上の異なる 量や加速電圧を独立に巾広く変化させることがで
金属を原子層単位で交互に積み重ねた人工物質の きるため,成 膜条件の制御性が非常に優れている
ことです。本装置はイオンビームスパツタ蒸着に という特徴があります。
より様々な金属人工格子の作製 が可能な装置で 本装置では,米 国アイオンテック社製のホロー
す。 カソードを用いたイオンソースを使用 していま
イオンビームスパッタは,通常良く使われてい す。ホローカソードはアイオンテック社の特許で
るグロー放電型のスパッタとは異なり,スパッタ アルゴンプラズマから電子を弓1き出す方式となっ
室とイオン発生室(イ オンソース)と が分離され ており,フ ィラメント型のカソードに比べ約/桁
ており,イ オンソースからビームとして放出され 寿命が長く安定 した動作ができます。
るイオンの衝撃によって金属 をスパ ッタさせま また,イオンソースにおけるビーム径は2.5cmと
す。このとき,スパッタ室は10-5TOnr台程度の高 小さく,加 速グ1」、yドとしてパイロレティツクグ
真空に保たれており,また基板面がプラズマにさ ラファイト製のコンバージョング リ・yドを使用し
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多元反応スパッタ装置
ています。そのため,タ ーゲツトにおけるイオンB/A/B・ 一一という単純な2元 多層,A/B/
照射面は径約5㎝ 以内に抑えられ,小 さなターゲC/A/B/C-・ やA/B/C/B/A/B/
ツトを用いたときでもターゲット周囲の治具からC・ 一一といった3元 多層,あ るいはAB/BC/
の不純物混入を極力避けるように工夫されていまAB/BC… といった合金どうしの多層などで
す。 す。そして,イ オンソースの条件設定によって合
本装置には,3つ の個別のターゲットが装着で 金の組成は幅広く変化させることができます。
きるようになっており洛 々のタ_ゲットに1つ 更に本鑓 の特徴として忘れてならなし、こと(
ずつイオンソースが付いています。3つ のターゲ は,ア シストソースという基板照射用のイオンソ
ットは防着治具によってお互いに仕切られてお 一スが装備されていることです。このアシストソ
り,各々にシャッターが付いています。この3つ 一スは成膜前の基板クリーニングに役立つだけで
のシャッターの開閉によって,人 工格子の多層制 なく,成 膜中に基板にイオンを照射することで結
御を行うわけです。実際には,成 膜コントローラ 晶粒径や配向性の制御を行うこともできます。ま
一と してUL>AO社 のORTM7000を用 いて,た,通 常のスパツタ用にはアルゴンがスを用いま
適当なプログラムを組めば自動的にシヤッターの すが,ア シスト用として窒素や酸素を用いればい
開閉が行われるようになっています。3つ のシャ わゆる反応性スパッタ蒸着が可能で窒化物や酸化
ッターの開閉の組合せには大きな自由度があり,物 の薄膜作製にも応用できます。
プログラムの組み方によって2元 ないしは3元 の 本装置に使用される基板は,最 大径/0cmのもの
単純な多層のみならす合金ないしは金属間化合物 まで装着できます。基板は膜面内の均一性を得る
どうしの多層の設計も可能です。例えば,3つ の ために最大10romの速度で自転するようになっ
ターゲットをA,B,Cと 名付けますと,A/て います。また基板とターゲットとの間の角度は
8
0～45度の範囲で調整できます。この角度はイオPtMnSbと のトンネル接合膜を作製し,強磁性
ンビームスパツタにとってかなり重要なパラメー トンネル効果による巨大な磁気抵抗効果を得る期
ターであり,結晶の配向性に大きく影響すること 待もあります。また別の例として,遷 移金属一希
がわかっています。 土類金属アモルファス合金膜があります。この膜
本装置のチェンバーの排気はクライオポンプに は一般にフェリ磁性体であり,ま た大きな垂直磁
よって行い,最 終到達真空度は絢5×10-7-「or「気異方性を持つことから光磁気記録媒体として強
です。成膜中,す なわちイオンビーム作動中の真 い期待が持たれています。そこで,組 成の異なる
空度は3×10-4から10-5TOrn台です。現在は付 遷移金属一希土類金属アモルファス合金どうしの
いていませんが,今 後RHEEDを 装着すれば成 多層化によって多値記録媒体としての応用も考え
膜中の表面構造をその場観察できるようにもなっ られます。またフエリ磁性に特有のスピンフロッ
ています。 ブ磁場を人工的に制御することで,特 異な磁場依
我々は,本装置を用いて様々な金属人工格子を 存性を持った磁気抵抗素子開発への道を開くこと
作製 し・新奇な磁気特性や伝導特性を持った材料 ができるかも知れません。実際最近,Fe/Gd系
!の 開発 に取り組んでゆくつもりです。特に本装置 をモデ ィファイ ドした人工格子で/,0000e以下
ならではの特徴を生かそうとすると,組成などの の弱磁場で磁化が階段状に変化すると同時に,磁
よく制御された合金や金属間化合物どうしを多層 気抵抗にもシャープな変化が現われることを見い
化するということが考えられます。一例として,出 しました。通常の磁気抵抗効果とは異なる磁場
現在我々が研究を進めている系としてホイスラー 依存性を持っており,新しい現象と考えられます。
合金のPtMnSbが あります。PtMnSbは磁気 また多層化 ということには必ず しも限 りません
光学効果が非常に大きな材料として知られていま が,ア シストソースをうまく利用することによっ
す。また,き わめて特異なバンド構造を持ち伝導 て結晶粒径を制御し軟磁気特性の優れた材料を作
電子スピン偏極率が100%であることが理論的に 製できる可能性もあります。以上,磁 性材料とい
予言され,ハ ーフメタル強磁性体と名付けられて う観点で金属人工格子の応用例についてお話しま
います。したがって,例 えばPtMnSbと他のホ したが,金 属人工格子の機能性材料としての可能
イスラー合金との多層によって垂直磁気異方性を 性 は将来更に広がるものと期待され,本 装置の担
誘導し光磁気記録媒体として応用するという可能 う役割は大であると信じています。
性もあります。また,PtMnSbと同様にハーフ(藤 森 ・高梨)
メタル強磁性体 と考 えられているNiMnSbと
N64 ,701000
T=R.T.
64.65750
宏M曾リ へ
竃64・6。 ρt5001
り ゆ　
a
64.55Pt25。 Σ
64.50tHoO246810
H(KOe)
多元反応スパ ッタ装置で作製 したFe/Gd人工格子に見 られ た磁気抵抗の異常磁場依存性
(3M会議(1989)にて発表)
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研究会等報告
本多記念国際シンポジウム
「材料科学における強磁場の応用」を終えて
1MRニュース'89N・・4およびNQ5でas51]らせ ㌣ 脚 礪 　
プログ ラムはNQ5の/2一 り3ペー ンに掲載 され .it還
た 通 り で す が,唯 一 の変 更 は 第1日 のS七an-rltzr…;.・r
ford大 学Jardetzky教 授 に.代っ て i毒
zer博ゴ=に'POIyDeDtidesandProtein・ 価 溺I
cODyという講演をお願いしたことです。
NMRは 磁場を増すと分解能が飛躍的に良くな
るので強磁場という立場から重要なテーマになっKlitzin8教授を始め,アメリカ及び日本の代表的
ています。この他にMITのNeuringer教授に 研究者による講演がありました。vOnKlitzing
よる人体の磁気共鳴画像 すなわちMRIの話があ 教授には市民向け講演会でもわかりやすい話をし
りました。これは最終日午後の市民向け講演会に ていただきました。半導体についてはその他に磁
おける東北大学病院の小暮教授の講演にもっなが 気フォノン効果と半磁性半導体の研究がとりあげ
るものでした。 られま したが,後 者 は昨年度 の金研 客員 教授
同様に市民向け講演会でとりあげられた 「リニAndersOn† 専士によるものです。
ア」すなわち磁気浮上式高速鉄道についても,シ 超伝導と磁性は強磁場に最も関連の深い分野で
ンポジウムではJRの 研究者による学問的な立場 あり,多 くの興味ある講演がありました。すなわ
での講演がありました。 ぢ,在来の強磁場超伝導材料及びそれを用いた世(
MRIやリニアでは磁場の生体への影響が問題 界最強の超伝導マグネットの話,最近の酸化物超
になりますが,この方面の研究の第一人者である 伝導体の臨界電流に重点をおいた話,画期的な永
GrenOble研究所のMaPet博士の講演は特に 久磁石材料Nd-Fe-B合金の話,強磁場下の磁
印象深いものでした。生物にとって磁場の効果は 気光学効果の実験の話などです。
しばしば認められますが,明らかに有害であると 東大物性研,阪大極限物質研究センター及び
いう証拠はないように思われます。この講演の他Amsterdam大 学にはそれぞR特徴的なパル
に磁場の生物学及び化学的効果についてそれぞれ ス強磁場発生装置があり,それらを用いた研究結
2つの発表がありました。金研の強磁場もこの方 果が発表されました。Amsterdam大学のロン
面の研究に門戸を開いていますので,今後の発展 グパルス磁場は定常磁場に準ずるものであり,金
が期待されます。 研の将来計画にとって大いに参考になります。
強磁場がノーペル物理学賞に結びついたのは半 定常強磁場については,MIT,Grenoble,
導体の量子ホール効果の研究でした。このシンポ 金研という世界三大センターの他にオランダ
ジウムでも,その当事者である西ドイツのvOnNUmegen大 学にも30T級のハイブリッドマ
ー10一
グネツトがあり,それぞれの現況が報告されまし 今年度は本多光太郎先生を記念したものでした
た。また中国の強磁場研究の現状や,日本の科学 が,来年度は東北大電気通信研究所が中心になっ
技術庁金属材料技術研究所の壮大なマグネツト建 て八木記念国際シンポジウムが開かれる計画との
設計画が披露されました。金研超伝導材料開発施 ことです。地万自治体がこのような学問的国際集
設のハイブリッドマグネツトを中心とした設備の 会を推進するのは大変羨しいことである,と外国
見学会は第2日のタ刻に行われ,参加者に深い印 人が感心していました。
象を与えたように思われます(写真参照)。 このシンポジウムに参加した外国人研究者は,
このシンポジウムは仙台市の肝いりで発足した アメリカ8人,西ドイツ4人,フランス3人,イ
仙台国際学術シンポジウム組織委員会が主催した ギリス ・オランダ ・中国各2人,ベルギー ・ソ連
もので,その発端は元金研所長神田名誉教授のこ 各/人,計23人でした。日本人の参加者は120名
提案にあります。仙台南が掲げる「国際学術都市」 を越えました。なお,このシンポジウムの論文集
構想を推進するためのものであり,第1E〕のク刻 はPh>sicaBの特集号として刊行される予定
には仙台市長招待のレセプションがありました。 です。ご希望の方はご連絡下さい。(中川 康昭)
研究会等報告
「アモル フ ァス合金 の化 学的性質 お よび
表 面 キ ャラクタ リゼ ー シ ョン」
平成元年10月2日(月)10月3日(火)東北大学金属材料研究所 講堂
金属表面化学部門 橋 本 功 二
この研究会はこれに先立って9月24日から9招 いてこの国際研究会を企画した。
月28日まで札幌で行われた第6回不働態国際会 このような国際研究集会を開催する財源には誰
(議 のSatelliteMeetin9として開催された。不 もが苦労するが,今回は鹿島学術振興財団から外
働態国際会議を日本で開催するにあたって,アモ 国人の滞在費および旅費の一部のために援助が得
ルファス合金の故郷である金研をこの機会に訪問 られたことは幸いであった。紙上を借りて感謝し
したいと,多くの外国人から希望が寄せられた。 たい。国内からの参加者には共同利用の旅費を充
そこで単に訪問を受け入れるよりも研究集会を開 当した。
催する方がより有効であろうと,外国人講演者と 会議は講演者以外に来所した2名の外国人を含
して不働態国際会議参加者の他アモルファス合金 め,約アO名の参加者により行われた。
触媒に関する研究を行っているアメリカ人1名を
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INTERNATIONALMEETINGON
CHEMICALPROPERTIESOFAMORPHOUSALLOYS
ANDRELATEDSURFACECHARACTERIZATION
October2(Mon)
9:500PENINGREMARKST,Masumoto,IMR
GENERAL
/0:00-10:30RecentProgressofAmorphousAlloysA,InoueandT.Masumoto,IMR
/0:30-1/100StructureofAmorphousAUoysK.Suzuki,IMR
CORROSIONRESISTANCE
1/:00一個:30DissolutionKineticsofActiveandPassiveAlloysIncludingMetallicGlasses
K.E.Heusler,TechnischeUniversit試tCIaustha1,FRG
14二30-12:00PassivityofFe-NiBaseGlasses
M.Janlk-Czachor,PolishAcademyofSciences,Polandl
/3:30-14:00AnXPSandElectrochernicalStudyofBlackPandItsRelationshiptothe
PassivityofNi-20PandNi-xCr-20PAmorphousAIIoys
C.R.Clayton,M.A.HelfandandN.R.Sorensen*
StateUniversityofNewYorkatStonyBrook,USA
*SandiaNationalLaboratories
,USA
/4:00-14:30LocalizedCorrosion-ResistanceofAmorphousandCrystallineAlloys
H.B6hni,SwissFederalInstituteofTechnology,ZUrich,Switzerland
り4:30一り4=50Corrosion-ResistantAmorphousAlloyCoatingsbySputtering
K.Shimamura,S.Chiba,T.MatsunagaandY.Nagashima,
MitsuiEngineeringandShipbuildingCo.,Ltd.
ELECTRODEPOSITIONANDELECTROCA丁ALYSIS
14:50-15=20ElectrodepositionofAmorphousAlloys
I,OhnoandS、Haruyama,FacultyofEngineering,TokyoInstituteofTechnology
/5:40-16:10AmorphousAlloyandItsApplicationtoCathodeinChlorineCeli
K.Yalnakawa,CollegeofEngineering,UniversityofOsakaPrefecture
16:/0-16:40ElectrocatalyticBehaviourofNi-BaseAmorphousAlloys〔
K.Lian,D.W.KirkandS.J.Thorpe,UniuersityofToronto,Canada
/6=40-/7二10AmorphousAlloyAnodesforChiorineandOxygenEvolution
N.Kumagai,A.Kawashima*,K.Asami*andK.Hashimoto*
DaikiEngineeringCo.,Ltd.&*IMR
17:10-/7:30AmorphousAlloysforFuelCellElectrodes
A.Kawashima,Y,Hayakawa,H.Habazaki,K,AsamiandK.HashimotoIMR
October3(Tue)
CATALYSISBYAMORPHOUSALLOYSANDOTHERNOVELMATERIALS
9:30-/0:00AmorphousAlloyCatalysts
D,L.Cocke,TexasA&MUniversity,USA
/0:00-10二30PreparationofHydrogenationCatalystsfromAmorphousAlloys
T,TakahashiandT.Kai,FacultyofEngineering,KagoshimaUniversity
/0=50-11:20DehydrogenationofMethanolbyAmorphousCu-TiAlloys
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S.Yoshida,T.Kakehi,M,Fujitsuka,H.KanaiandT.Funabiki,
FacultyofEngineering,KyotoUniversity
M:20-//:50ActivationofMethano王DecompositionCatalystsDerivedfromNi-BasedAmor-
phousAlloy
H.Yamashita,KUchiyamaandA,Tomita,
ChemicalResearchInstituteofNon-AqueousSolutions,TohokuUniversity
M:50一 り2:20Hydride-FormingRareEarthIntermetallicCompounds:SurfaceChemistryand
HeterogeneousCatalysis
H.Imamura,FacultyofEngineering,YamaguchiUniversity
SURFACECHARACTERIZATION
13:30-/4:00SelectiveDissolutionofFeDuringPassivationofStainlessSteel
I,Olefjord,ChalmersUniversityofTechnology,GOteborg,Sweden
/4:00-/4:300xideCharacterizationUsingAugerandSIMSノlM .J.Graham,NationalResearchCounci1,Canada
14:30-/5:00AmorphizationandRestructionofPassiveFilmsandTheirPhotoelectrochemical
Characterization
J.W.Schultze,UniversityofDttsseldorf,FRG
14:00CLOSINGREMARKSK.Hashimoto,IMR
作製技術の最近の進歩と種々の機能を備えた新 れた。
しい材料についての井上助教授の講演,最 新の技 触媒に関しては,ア モルファス合金触媒の作製
術を駆使 したアモルファス合金の構造研究に関す 法,キ ャラクタリゼーション,活 性触媒の耐久性
る鈴木教授の講演は,参 加者の多くにとって初め と安定性,将 来性などのレビュー,酸 素および水
て聞く種類のものであったため,大 変熱心な質問 素処理を施 した種々の金属 ・金属アモルファス合
と討論が行われた。 金触媒によるベ ンゼンおよびCO2の水素添加,
耐食性の部では,固 溶体合金からの選択溶解に メタノールの脱水素および分解の研究のほかアモ
よる特定元素の表面濃縮と不働態化,ア モルファ ルファス合金ではないが,種 々の金属間化合物が
ス合金の不働態化と安定性に及ぼすリンの役割,不 飽和炭化水素の水素添加に有効な触媒として作
局部腐食発生要因など,外 国人は個々の合金につ 用することなどが発表された。
、 いて詳細な基礎的研究を紹介した。日本からは応 表 面のキャラクタリゼーションに関 しては,
tx用 の一端を紹介する目的で,耐食アモルファス合XPS,AES,SIMS,SEM,TEM,HEED,
金被覆をスパッター法で作製している現状を説明 光電気化学などを用いて,表 面と表面酸化物の組
した。 成 ・構造 ・性質を定量的に研究 した結果と問題点
電析と電極触媒の部では,電析によるアモルフ が紹介された。
アス構造発生機構,ソ ーダ電解用高活性電析アモ この会議には,互 いに専門が異なるため,世 界
ルファスNi-S合金カソード,海水電解用高活性 においても,[ヨ本国内においても,一 同に会する
アモルファス合金アノード材料に関する膨大な研 ことのなかった人々が集まり,そ れぞれの専門の
究とレーザーおよび電子ビーム処理による高活性 立場から関連する他の分野を理解すると共に専門
アモルファス実用電極の作製 メタノールや水素 の異なる立場から意見を述べることができ,参 加
を用いる常温作動型燃料電池用に種々のアモルフ 者がこれまで経験 したこともない多くの収穫があ
アス合金を前駆体とした触媒粉末を用いて作製 し り,ま た,今 後国際的に共同研究と知見の交換を
たがス透過性高活性燃料電極および酸素電極など 約束するグループが現れるなどきわめて有意義な
の日本人の発表と共に,カ ナダから水素発生に対 ものであった。
する高い電極触媒活性に関する基礎研究も発表さ
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研究会等報告
材料研究 とデータベースの在 り方
(金研ワークショップ)平成元年10月30日
責任者 仁 科 雄 一 郎
本所の本格的材料データベース構築の開始後一(日 商工レクトロニクス)
年が経過した。これを機会に,各 地の専門家を招12:10昼 食,OCRデ モ
いて,上記の表題で,ワークショップを開催 した。 座長{=科 雄一郎(東北大・金研)
材料データベースを取り巻く現状とその将来につ13:30デ ーターべ一スの構築とその応用
いて,い ろいろ勉強させてもらおうと云う訳であ 一ネットワークによる国際的コミュニ
る。 ティーの育成一(20分)ノll添良幸
主題としては,(/)状態図関連のデータベース(東 北大 ・教養 ・情報センター)
研究,(2)材料設計システム,〔3)デー タベース/4:00材 料データー評価法の>AMASラ ウ
関連新技術 ・新情報,〔4)大 規模データベース ンドロビン(20分)門 馬 義雄
構築経験等を念頭に置いた。当日のプログラムは 金沢 健二
下記の通りである。 西島 敏
(金材技研)
開催日時:平 成元年/0月30日(月)/4=30酸 化物超伝導材 料のデーターべ一ス
場 所:東 北大学金属材料研究所 新棟5階(20分)浅 田 雄司
会議室(金 材技研)
9:20開 会 仁科雄一郎/5:00一 コーヒー・ブレイ ク,MDDSデ モ
(東北大・金研)一
座長 鈴木 謙爾(東北大・金研)座 長 木戸 義勇(東北大・金研)
9:30電 子論に基づく合金設計とデーターべ15:30大 量文献情報の蓄積と検索(20分)
一ス(/5分)斎 藤 淳一 松尾 文碩
(豊橋技科大)(九 大 ・工)
9:55状 態図 のデータ ーべ一 スの現状(1516:00今 後の材料データーべ一スの活動につ
分)石 田 清仁 いて(20分)岩 田 修一 く
(東北大 ・工)(東 大 ・工)
10:20コ ーヒー ・ブレイク/6:30歓 迎されるか"KIND・?(20分)金研
座長qコ 道 琢郎(東北大・金研)DBグ ループ)
10:40理 論屋とデーターべ一ス(20分)17:00KINDデ モ(20分)
毛利 哲雄17:30閉 会
(北大 ・工)18:00懇 親会
//:/0ソ フトウエア開発における経験と手順
の実際(/)状 態図関連=
(データ ーべ 一ス構 築への応 用)(20石 田清仁氏(東北大・工):状態図のデータベー
分)工 藤 純一 スの現状:国 際的観点で,状 態図データベース構
(東北大 ・通研)築 状況の流れを話 し,各地域の特徴に触れ,そ の
//:40日 本語・英語の文字認識装置の現状(20qコで 形成されたデータベース構築の国際協力の
分)犬 股 公博 機構とその取り組みの実際について述べた。
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毛利哲雄氏(北大 ・工):理論屋 とデータベー 一タベース:超 伝導材料の本格的な材料データベ
ス:状 態図計算 ・シミュレーションの基本的な3一 スの紹介が行われた。SUPERCON(フ ァク
つの手法とその特徴を具体例を示し,丁寧な説明 ト)とSUPCONDB(文献)からなるこのデ ー
を加えた・ タベースは科学技術庁の振興調整費研究として多
② 材料設計:く の研究者の協力の基に進められている。材料デ
斉藤純一氏(豊橋技科大):電子論に基づく合金 一タは約/80項目,試 料作成,そ の計測を手分け
設計とデータベース:豊 橋技科大グループの ℃ 一 して実行し,そ の結果を纏める形で構築される。
電子合金設計法"の紹介である。理論に基づく遷 文献は絢3,000件集められた。
移金属 ・合金の結合次数d軌 動工ネルギーレベ 松尾文頂氏(九大 ・工):大量文献情報の蓄積と
ルの計算値を使って,耐 熱合金の相構成,更 には 検索:文 献データベース ・システムでは著名な九
その特性値まで,効 果的に予言できるシステムに 大のFAIRS=>AIRの構築の[‡】心者の実践談
進iみつつある。 である。
(3)新技術 ・新情報 検索速度悪化に立ち向かって,自 動索引技法と
「 川瀬 報(東 北大 靖 報センター):ネツトワ 索弓1語高速判定蹴 を開発U
,そ 騰 を救し梗
一クによる国際的コミュニティーの育成 ニデータ にデーク圧縮法を開発 してAIRに至る道筋の実
べ一スの3つ の型の特徴を述べ,関 係デークベー 際が話された。
ス型の標準システムSQLに 金研 のKINDを乗 今日,INSPEC-A:210万件の文献をこなす。
せた 実験の結果 及び,分 子 設計 システム例 の この成功の基本は,検 索技法の基礎研究,情 報検
MDSS,及 び自動読み取 り技術PiantirCDP索 の実際経験の蓄積にあったことが強調された。
等,新 技 術動 向 の紹介 を行 った。通信 面で は 岩田修一氏(東大 ・工):今後の材料データベー
BITNETの実状が紹介された。 ス の 活 動 に つ い て:最 近,出 席 さ れ た,
工藤純一氏(東北大・通研),徳田昌則(東北大 ・AdvanCedMaterialsDatabaseアルコア
選研):ソフトウエア開発における経験と手順の/00周 年記念の様子を〔P心に,最 近の材料データ
実際1メ ーカーにおける実際のシステム作りの経 べ一スの動向が紹介された。フランスは特に情報
験に基づいて,チ ーム構成のソフトウエア開発の 独 立 に 熱 心 な こ と,ま た,世 界 的 にCOm_
手1頃を示 し・ディバツク工程の重視,プ ロジェク 〔)leteness,Efficiency,Visibilityが重要視
ト ・リーダーの役割,そ のリーダーシップの決定 されているようだとの話であった。
的重要性を説いた。更に,選 研でのデータベース(金 研DBグ ル ー プ):歓 迎 さ れ る か,
t構 築の手順の実際を示 した。KlND(?1本 所からは,文 部省の科研費で始めら
k犬 股公博氏(日商工レクトロニクス):日本語 ・ れた文献 ・全文データベース:KINDの現状と将
英語の文字認識装置の現状:文 字認識の技術発展 来方向が紹介された。昨年6,000件,今年6,000件
の最近の成果を述べ,最近の英文,日本文のCDPが 蓄積されたこと,内 容は,本 所のオリジナル論
(CharacterDataPrOcesso「)の実際を披 文(KINLIB),約3,000件,超伝 導 材 料
露 した。(OSUPER),約/ ,800件,磁性金 属間化合 物
門馬義雄i,金沢健二 西島 敏氏(金材技研):(lMO),約/,200件。将来,これを基に本文から,
材料データベース評価法の>AMASラ ウンド ・ 事実デーヲと知識データが抽出され,フ レンドU
ロビン:材 料データベースの評価と試験に関する 一なシステムの基で,全 国の大学に利用されるこ
国際協力の大綱を述べ,材 料データの評価法,評 とを期待していることが表明された。
価モデルの建設で中核となっているラウンドロビ(5)デ モンストレーション
ン(共同研究の呼称)の実際と日本(金材技研)の寄 幾つかのメーカー,及 び情教センターの川添氏
与について紹介 した。 の協力の基に,次 のソフトウエア,シ ステムの実
㈲ 大量データベース構築 演が行われ,好 評であった。
浅田雄司氏(金材技研):酸化物超伝導材料のデ(A)情 報システムを利用 したKlND(金研材料デ
ー15一
一9べ 一ス)の検索 索(公開用)
(B)本所ホストによるKINDの文献検索,原論文(D)BITNET利 用の国際間通信
印刷 ・出力(E)分 子設計支援システムの実演
(C)大型計算機を利用 したKINDの文献目録検(F)文 書自動読み取りシステムの実演
最近発表された論文等 リス ト
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
89-077ParametersforDuctilityImprovementinKawabataT.,TamuraT.Mater.Res.Soc.
TiAlandIzumiO,Symp.Proc.,133
(!989),329-334
89-078金 属 間 化 合 物 和 泉 修 日 本 金 属 学 会 会 報:
一 そ の 期 待 さ れ る 未 来 一28(1989) ,371-379
89-079銅 鉄 主 義 で な に が 悪 い 高 杉 隆 幸 バ ウ ン ダ リ ー5(1989),
[6]2-5
89-080MagneticPropertiesofIntermetal1玉cKanekoT.,YamadaM.,Proc.10thInt・
Co皿poundsSmFeitTiandSmFeleSi2inHighOhashiK,,TawaraY,,WorkshoponRare-Earth
MagneticFieldsOsugiR,,YoshidaH.,MagnetsandTheir
KidoG.andNakagawaY.ApPlications,Tokyo
(1989),191-200
89-081ATrialofMagneticMeasurernentsinKa111igak玉K.,MiuraS.,PhysicaB,155
ExplosivelyCondensedFie1(lsonMnAsKanekoT.,OhashiM.,(1989),411-413
aboveTcAbeS.andYoshidaH.
89-082PressureEffectontheCurieFukamichiK.,KomatsuH.,HighPressureRes.,l
TemperatureandThermalExpansionMas旺motoT.,KanekoT.,(1989),193-201
AnomalyinFe-NdandFe-Nd-BAmorphousShirakawaIく.andSatohY.
Alloys〆
K
89-083MagnetizationandHighFieldMaezawaK.,PhysicaB,155
Magneto-ResistanceinSMCu2WakabayashiS.,SatoK.,(1989),276-278
1sikawaY.,KanekoT.,
KidoG.andNakagawaY.
89-084MagneticPropertiesofCubicAbeS.,NakazawaH,,J,Phys.Soc.Jpn.,
IntermetallicCo皿poundsRCu4Pd(R;Gd,Tb,KanekoT.,YoshidaH.,58(1989),3328-3333
Dy,HoandEr)1(amigakiK,,NakagawaY.
andMiuraS.
89-085メ ス バ ウ ア ー 分 光 に よ るFe-Si単 結 晶 の 内 部 古 関 敬 ・ 小 林 真 日 本 金 属 学 会 誌
磁 場 と 磁 気 双 極 子 効 果 花 田 黎 門 ・ 木 村 宏53(1989),85⑪ 一857
89-086PreparationofPACSpecimenbyaHanadaR.CYRICAnn.Rep.,1988
DiffusionMethod(1989),61-64
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番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
89-087PACSpectrumMeasurementsinHanadaR.CYRICAnn .Rep.,1988
FerromagneticMetals〈FeandNi)(1989) ,65-68
89-088MoessbatterSpectroscopyinaSingleI(osekiT,,KobayashiM.,CYRICAnn.Rep.,1988
CrystalofFeandFe-SiAlloyHanadaR.andI(imuraH,(1989) ,69-73
89-089NuclearOriθntationStudyof56CoandNishimuraK.,HanadaR.,CYRICAnn,Rep.,1988
ユ1ユIninFe-SiSingleCrystalOhyaS
,andMutsuroN,(1989>,74-78
89-090PointChargeModelCalculationofEFGHanadaR.andWatanabeH.CYRICAnn.Rep.,1988
DuetoVacancyandVacancyPairinFCC,(1989),79-84
BCCandHCP〈Zn,Cd)CrystalStructure
I89 -091Re-examinationof"ColdFusion"inHanadaR ,CYRICAnn,Rep.,1988
DeuteriurnChargedPdandTi(1989),85-89
89-092DiscriminationbetweenTopographicandKomatsuH .,HayashiS.,J,MatertSci.Lett.,
0pticallyAnisotropicFeaturesinHighOhnoT.andInoueT.8(1989),505-506
ToSuperconductingCrystals
89-093結 晶 成 長 の 理 論 小 松 啓 セ ラ ミ ッ ク 工 学 ハ ン ド ブ
ッ ク(1989),370-374
89-094レ ー ザ に よ る 単 結 晶 の 育 成 林 成 行 最 先 端 レ ー ザ 加 工 技 術
(1989),131-140
89-095SynthesisandDeco皿pos工tionoftheSuzukiY.,InoueT.,Jpn,J.ApPl,Phys.,
High-ToPhaseofaPb-DopedHayashiS.andKomatsuH.28(1989),L1382-L1384
Bi-Sr-Ca-CローOSupereonductor
89-0961nterfacialEnergyandAtomicStructureGotohY.,UwahaM.,MRSInt.Meet,
ofbcc/fccInterfacesYanokuraE.andAraiI.AdvancedMaterials,
、10(1989),479-484
L
89-097AggregationGrowthinaGasofFiniteUwahaM,andSaitoY,Phys,Rev.A,40
Density:VelocitySelectionviaFracta1(1989),4716-4723
DimensionofDiffusion-Limited
Aggregation
89-098QuantumInteractionofStepsandUwahaM.J.LowTemp.Phys .,
CrystallizationWavesin4He77(1989),165-179
89-099TheDielectricRelaxationofaMiyashitaS.Jpn.J,App1.Phys.,
CopolymerofVinylideneFluorideand28(1989>,823-828
Trifluoroethylene
89-100鉱 物 の 圧 縮 一 せ ん 断 衝 撃 波 の 計 測 実 験 真 下 茂 ・ 小 畑 正 明 岩 鉱 特 別 号4(1989),
お よ び 試 料 回 収 実 験 水 田 敏 夫 ・ 庄 野 安 彦229-236
-17一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
89-].01ChemicalStatesofBainYBa2Cu307-sFukudaY,,NagoshiM.tPhys.Rev.B,39
StudiedbyX・-rayPhotoelectronSuzukiT.,Na!nbaY.,(1989>,11494-11497
SpectroscQpySyo且oY.andTachikiM,
89-!02SynthesisofBulkHighToNakajimaS.,正(ikuchiM.,PhysicaC,158
SuperconductorsofSyonoY.,OkuT.,(1989),471-476
TIBa2Can-1CunO2n+3(n=2-5)ShindoD.,Hiragal(,,
KobayashiN.,IwasakiH,
andMutoY.
89-103RamanMicroprobeStudyofSyntheticVeldeB.,SyonoY.,Phys.Chem.Miner,,
DiaplecticPlagioclaseFeldsparsKikuchiM.andBQyerH.!6(1989),436-441
89-104ChemicalStateofTlintheSuzukiT.,NagoshiM.,Phys.Rev,B,40
S・pθrc。・d・ct。・T1・B・・C・・C・・01・St・di・dFukudaY・ ・Sy。・。Y・ ・(1989)・5184-51861
byX-rayPhotoeleetronSpectroscopyKikuchiM.,KobayashiN.
andTachikiM,
89-IO5Ra皿anSpectraofYBa2Cu30x(X=6-7)MoriokaY.tTokiwaA.,SoLidStateCommun,,
1{ikuchiM.,SyonoY.70(1989),1127--1129
andNagaseK.
89-1060ver-DopingofT12Ba2CuO6DuetoChargeNakajirnaS.,KikuchiM.、PhysicaC,150
TransferT13■t-(Cu-0)POkuT.,王(obayashiN.,(1989),458-460
SUZukiT.,NagaseI(.,
HiragaK.,MutoY.
andSyonoY,
89-107ReversibleB-Type-A-TypeTransitionAtouT,,KusabaK.,Mater.Res.Bul1.,24
0fS皿203underHighPressureTsuchidaY,,UtsumiW.,(1989),1171-1176
YagiT.andSyonoY.
89-108KineticsoftheReductionofKusaba1(.,OginoH.,Inorg,Chem.,28
Cobalt([II)AmineComplexesbyBakacA.andEspensonJ.H、(1989),970-972
1-Hydroxy-1-methylethylRadicals、 ㌔
89-109UItrafineParticlesofMg-A1-OandIくagawaM.,OnoderaH.,Proc.9thInt,Symp,
Fe-A1-OSystemsPreparedbytheYalnauchiH,,SyonoY.PlasmaChemistry,
Spray-ICPTechniquθandMcPhersonR.Italy(1989),893-897
89-110UltrafineChromiurnOxideCompoundsSuzukiM.,KagawaM.,Proc,9thInt.Symp.
FormedbytheSpray-ICPTechniqueSyonoY.andHiraiT.PlasmaChemistry,
Italy(1989),898-903
89-111High-ResolutionComptonProfileItohF.,SakuraiM.,Rev.Sci.Instrum.,
Spectrometerfor29,5-keVXRayswithaSugawaT,,SuzukiK、,60(1989),2402-2405
CombinationofCrystalAnalyzerandSakaiN.,ItoM.,MaoO,,
IraagingPlateShiotaniN。,TanakaY.,
SakuraiY,,NanaoS.,
KawataH.、AmemiyaY.
a且dAndoM.
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89-112AnX-raySpectrometerforCo1nptqnShiotaniN,,SakaiN.,Nuc1.Instrum,
ScatteringExperiments'withSynchrotronItohF.,SakuraiM.,MethodsPhys.Res.,
RadiationKawataH,,AmemiyaY.Sect.A,275(1989) ,
andAndoM.447-452
89-1上3PositronAnnihilationinPlasticallyNasuT.,NagaokaK.,J,Phys.Soc.Jpn ,,
DeformedNi-PA冊orphousAIloyItohF。andSuzukiK,58(1989) ,894-897
89-114ChallengetoPreciseMagneticSakaiN .,ShiotaniN,,Rev.Sci.Instrum.,
Cornpton-ProfileMeasurementsItoM.,ItohF.,60(1989),1666-1670
KarvataH.,AmemiyaY.,
AndoM.,YamamotoS.
andKitamuraH.
・89-115High-ResolutionComptonProfileofSiSa ・kaiN,,ShiotaniN.,J.Phys.Soc.Jpn.,
Using29、5keVSynchrotron-RadiationItohF,,MaoO, ,ItoM.,58(1989),3270-3279
X』RaysKawataH.,AmemiyaY.
andAndoM.
89-116ElectronMolnentumDensityStudiedbyShiotaniN.tSakaiN.,Proc.8t}11nt.Conf.
HighEnergyX--rayCoMI)tonScatteringMaoO.,ItoM,,ItohF.,positronAnnihilation,
SakuraiM.、SロkawaT.,WorldScientific
KawataH.,AmemiyaY.(1989),122-124
andAndoM.
89-117Medium-RangeOrderofAmorphoロsSiliconMuramatsuS,,ShimadaT.,Jpn.J.ApPl.Phys.,
GermaniumAlloys=Sma11-AngleX-RayKajiyamaH.,AzurnaK,,28(1989) ,L1092-LIO95
ScatteringStudyWatanabeT。,KamiyamaT.
andSuzukiK.
89-118DeterminationofPhosphorusinMasumotoK .andYagiM,J、Radioana1.Nロcl.
Low-AlloySteelsbyalpha-ParticleChem .,!30(1989),
ActivationAnalysis243-250
㌦
89-119Productionof167TmSatohI,,EndohT.,CYRICAnn .Rep,,1988
MitsugashiraT,(1989),38-41
andSuzukis.
89-120ConstructionofanIonTrapforNuclearWadaM.,Ikega皿iH.,CYRICAnn.Rep .,1988
SpectroscopyUsingaLaser-MicrowaveSunaoshiH.,ShinozukaT、,(1989),94-98
Double-ResonanceMethodFujiokaM.,YagiM,
andMatsukis,
89-121HighFieldMagnetometerUsingPulsedIくidoG.,NakagawaY .,Proc.10thInt.
MagnetAriizumiT.,NishioH.WorkshoponRare-Earth
andTakanoT.MagnetsandTheir
Applications,Kyoto
(1989),101-109
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89-122ChargedParticleActivationAnalysisofMasumotoK.andYagiM.CYRICAnn.Rep.,1988
SomeContaminantsinBoronandIts(1989),123-126
Compounds
89-123ChargedParticleActivationAnalysisofMasumotoK,,linoE.CYRICAnn.Rep,、1988
SorneContaminantsinRareEarthOxidesandYagiM.(1989),!27-130
89-124標 準 添 加 内 標 準 法 に よ る 低 合 金 鋼 中 の 微 量 原 光 雄 ・ 飯 野 栄 一 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
元 素 の 光 量 子 放 射 化 分 析 桝 本 和 義 ・ 八 木 益 男22(1989),51-61
89-125光 量 子 照 射 各 種 金 属 材 料 中 の 誘 導 残 留 放 射 能 三 頭 聡 明 ・ 駒 義 和 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
に 関 す る 研 究(1)八 木 益 男 ・ 桝 本 和 義22(1989>,62-75
-20
,30MeV照 射 に お け る 低 合 金 鋼 中
の 残 留 放 射 能 一
89-126SuccessiveMagneticTransitionsandKawamataS,,IwasakiH.,J.Phys.Soc.J・pn.,
LargeReductionofResistivitywithKobayashiN.,58(1989),2654-2657
FerromagneticOrderinginUPdGeMitsugashiraT,
andMtttoY.
89-127ElectronSpinResonanceStudyofSuezawaM,andSuminoK、J.Phys.Soc.Jpn.,
Deformation-lnducedSi-KICentersin58(1989),2463-2471
Silicon
89-1281mpurityEffectsQnDynamicBehaviourSuminoK.Inst.Phys.Conf,
ofDislocationsinSemiconductorsSer.,104(1989),
245-256
89-129MechanicalPropertiesandDislocationYonenagaI.andSuminoK.Inst.Phys.Conf,
DynamicsofCompoundandAIloySer.,104(1989),
Semiconductors309-314
89一上30TemperatureDependenceofCLandEBICSekiguchiT,,MiyamuraY.Rev.Phys,ApP1.,24
1magesofDislocate(玉GaAsandSiandSuminoK.(1989),C6168r
＼
89-131DefectReactionsinSemiconductorsSuezawaM.andSuminoK,SolidStatePhenomena,
6&7(1.989),197-210
89-132StrongVortexPinningIntrinsicinTachikiM.SolidStateCommun.,
High-TcOxideSuperconductorsandTakahashiS,70(1989>,291-295
89-!33ElectronicStateandSuperconductivityTachikiM.Proc、TsukubaSeminar
inOxideSuperconductorsHighTc
Superconductivity,
Tsukuba(1989)、45-58
89-134酸 化 物 高 温 超 伝 導 体 の 理 論 松 本 秀 樹 ・ 小 山 富 男 固 体 物 理24(1989),
高 橋 三 郎 ・ 立 木 昌513-525
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89-135HighFieldMagnetizationofSingユelidaJ.,KakugawaS.,PhysicaB,155
CrystalsYFe20n,YbFe204andKidoG.,NakagawaY,,(1989>,307-310
LuFe204TakekawaS.
andKimizukaN.
89-136MetamagneticPropertiesinIijimaM.,EndoK.PhysicaB,155
Lu(Co1-xAlx)2byMagnetizationandI(idoG.(1989>,203-206
andMagnetostriction
B9-137HighFieldMagnetostricttoninKidoG、PhysicaB,155
1ntermetallicCornpounds(1989>,199-202
〆89-138DeterminationoftheInitialValueofKidoG.,MiyakawaT.PhysicaB,155
'theMagnetizationMeasurementinPulsedandNakagawaY .(1989),403-406
HighMagneticFields
89-1390pticalInvestigationoftheSolitoninMogiI.,TakedaM.,J.Phys.Soc.Jpn.,
theOne-DimensionalIsing-LikeI(idoG.,NakagawaY.,58(!989),2188-2191
AntiferromagnetCsCoC13.IIKikuchiH.andAjiroY.
89-140MagneticAnisotropyandCrystallineNakagawaY.,KidoG.,Proc.10thlnt.
ElectricFieldinMulti-ComponentKatoH.,YarnadaM.,WorkshoponRare-Earth
Nd2Fe14B-TypeAlloysDeruelleM.C.D.,LimD.W.MagnetsandTheir
andHirosawaS.ApPlications,1(yoto
(1989),33-42
89-141NewElectronicExcitationattheTakedaM.,KidoG.,J.Phys.Soc.Jpn.,
BoundaryofFerromagneticandMogil.,Na】cagawaY.,58(1989),3418-3423
AntiferromagneticPhasesintheOkadaH.andKojimaN.
One-DimensionalIsingAntiferrornagnet
CsFeC13・2H20
89-1420pticalCharacterizationofKambeN.,KurodaN.MRSInt,Meet.、
Structure-ModifiedGaSeDuetoandNishinaY.AdvancedMaterials,
Ion-lmplantation10(1989),497-502
89-143ZeemanEffecto=『R-LinesinAlexandriteHoriH.,KurodaN.,J,Phys、Soc.Jpn.,
underHighMagneticFieldsYamamotoH.,NishinaY.58(ユ989),2988-2993
andDateM.
89-144NanosecondEmissionSpectrainmu皿KasuyaA.andNishinaY.Z.Phys.D,12
SpaceofSiParticlesSputteredby(!989),493-496
LaserIrradiation
89-145TemperatureandPressureDependenceofSakaiM.,KurodaN,Proc.19thInt.Conf.
theSoliton-to-BandOpticalAbsorptionandNishinaY.Phys,Semicond.,
inPt(en)2Cl(C104)2Warsaw(1989),91-94
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89-1460pticalStudiesoftheCDWStateinSakaiM.,KurodaN.Se皿icond・Sci・
Pt(en)2C1(C104)2underandNishinaY.TechnoL,4(1989),
HydrostaticPressures252-253
89-1470pticalStudiesoftheSakaiM。,KurodaN.Phys.Rev.B,40
Quasi-One-DimensionalandNishinaY,(1989),3066-3076
Charge-Density-WaveStatein
[Pt(en>2ユ[Pt(en)2C12](CIO4)4
(en=Ethylenediamine)underHydrostatic
Pressure
89-148SystematicRamanScatteringStudyonYoshidaN.,NishitaniR.,Jpn・J・ApP1・Phys・,
SubstitutionalEffectsinSolidSasakiY,andNishinaY.28(1989),L1757-L1759
SolutionSystemsofLni+xBa2_xCu30y!
(Ln=Eu,SmandLa)L
89-149sic/c傾 斜 機 能 材 料 の 設 計 とcvD法 に よ る 佐 々 木 眞 ・ 王 雨 叢 日 本 セ ラ ミツク ス 協 会
合 成 平 野 徹 ・ 平 井 敏 雄 学 術 論 文 誌97(1989),
539-543
89-150PreparationofBi-Sr-Ca-Cu-OYamaneH.,1(urosawaH.,Jpn・J・ApPl・Phys・ ・
SuperconduetingFilmsbyCVDIwasakiH.,HiraiT.,28(1989),L827-L830
KobayashiN.andMutoY,
89-151HighCritica1-CurrentDensityofYamaneH.,KurosawaH.,Supercond・Sci・
Y-Ba-Cu-OSuperconductingFilmsHira工T,,WatanabeK.,Technol.,2(1989),
PreparedbyCVDIwasakiH.,KobayashiN.115-117
andMutoY.
89-152PreparationofHigh-JcY-Ba-Cu-OFilmsHiraiT.,Ya皿aneH.,19891nt・
byCVDKurosawaH.,WatanabeK.,Superconductivity
KobayashiN.,IwasakiH.ElectronicsConf.,
andMutoY.Tokyo(1989),425-428
ピ
89.!53Grai,B。undaryJ。 、eph,。、Jun,ti。nsi,N・9・S.,Y・mashit・T,,19891・t.＼
MO-CVDThinFilmsWangZ.,MatsuiT,,Superconductivity
KurosawaH,,HiraiT.ElectronicsConf,,
andYarnaneH、Tokyo(1989),504-507
89-154傾 斜 機 能 材 料 平 井 敏 雄 ・ 佐 々 木 眞 セ ラ ミ ッ ク デ ー タ ブ ッ ク
'89
,51-55
89-155As-GrownSuperconductingMasumotoH,,GotoT.ApPl・Phys・Lett・,55
Bi(-Pb>-Sr-Ca-Cu-OFilmsbyElectronandHiraiT,(ユ989),498-500
Cyc1otronResonancePlasmaSputtering
89-156DevelopmentofHighResolutionElectronHiragaK.J.ElectronMicrosc・ ・
MicroscopyinJapan38(]、989),S51-S57
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89-157MicrostructuresandPermanentMagnetWatanabeK.andHiragaK.MRSInt.Meet.
PropertiesofIronandPlatinumMagnetAdvancedMaterials,
11(1989),161一工66
89-158High-ResolutionEIectronMicroscopyofHiragaK.Mater.Res.Soc.
QuasicrystalsSymp.Proe.。139
(1989),125-134
89-159High-ResolutionElectronMicroscopyHiragaK.,OkuT.,J.ElectronMicrosc.
StudyonCrystalStructuresofHigh-TcShindoI).Technique,12(1989),
SuperconductorsandHira】)ayashiM.228-243
89-160PhasonStrainsandPeriodicityinHiragaK.,LeeK.H.,Jpn.J.ApP1.Phys,,
A1-Ru-CuIcosahedralQuasicrystalsHirabayashiM,,TsaiA.P.,28(1989),L1624-L1627ズ
・InoueA .andMasumotoT.
89-161High-ResolutionEleetronMicroscopyonOnozukaT.,KakehashiS.,J,ApP1.
IncommensurateLong-PeriodTakahashiT.Crystallogr.,22
SuperstructuresofandHirabayashiM.(!989),277-282
Hexagona1-Close-PackedCu-SbAlloy
89-162EIectronMicroscopyStudyontheOhnishiN.,OnozukaT.MRSInt.Meet.
Cubic-TetragonalTransitionoftheandHirabayashiM.AdvancedMaterials,9
Near-EquiatomicV--RuAlloys(1989),531-536
89-163E/ectronMicroscopyontheStructuralOnozukaT.,YokoyamaY.,MRSInt.Meet.
TransformationofLa2-xSrxCuO40moriM.,HirabayashiM.AdvancedMaterials,9
andSyonoY.(1989>,537-542
89-164HydrogenationofYBa2Cu307-xMatsunagaT,,KajitaniT.,MRSInt.Meet,
Ka皿iyarnaT.,OmoriM.,AdvancedMaterials,6
TomiyoshiS.,YamauchiH.(1989),397--402
'
andHirabayashiM.
ノボ
・89-165LaSrFeO4の 磁 気 構 造 小 野 寺 重 文 ・ 梶 谷 剛 東 北 大 学 核 理 研 研 究 報 告
22(1989),29-32
89-166CrystalStructureQfTetragQnalFormofI(ajitaniT,,HosoyaS.,J.Phys,Soc,Jpn,,
La2NiO4中xHirabayashiM.,FukudaT、58(1989),3616-3623
andOnozukaT.
89-167SiteOccupationofAdditiQnalElernentsLiuA.,Shi皿doD.,J、ElectrQnMicrosc.,
inSm-Co-BasedPermanentMagnetbyHiragaK,and38(1989),223-229
ALCHEMIHirabayashiM.
89-168ApPlicationoftheImagingPlatetoHiragaK.,ShindoD.,Proc.47thAnn.Meet.
QuantitativeAnalysisofHirabayashiM.,OikawaT.,ElectronMicrosc.Soc.
Electron-1)iffractionandMoriN.and王(erskerM.Amer,,SanFrancisco
High-ResolutionElectronMicroscopy(1989),666-667
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89-1690xygenK-EdgeFineStructureofShindoD.,HiragaK.,PhysicaC,159
T上Ba2Cai-xYxCu207StudiedbyElectronNakajimaS.,KikuchiM.,(1989),794-796
EnergyLossSpectroscopySyonoY.,KobayashiN.,
HojouK。,SogaT.,
Fl」runoS.andOtsuH.
89-1701nsituObservationofOxygen王(-EdgeShindoD.,HiragaK.,J.ElectronMicrose.,
FineStructureofYBa2Cu30T_ybyEELSHirabayashiM.,38(1989),155-157
KikuchiM.,SyonoY.,
FurunoS.,HoujouK.,
SogaT.andOtsuH.
89-17工ElectronEnergyLossSpectroscopyonShindoD.,HiragaK.,Jpn.J.ApP1.Phys.,
OxygenI(-EdgeFineStructureofTokiwaA,,SogaT,,28(1989),Ll197-L1200 ..
YBa2Cu30yContainingDopants(La,Ca,HojouK.,Fur【 エnoS.,L
Co)OtsuH,,NakajimaS.,
HirabayashiM.,
KikuchiM.andSyonoY.
89-1720xygenK-EdgeFineStructureofShindoD,,SatoH.,Jpn.J.ApP1.Phys.,
TIlBa2Can-1CunO2n+3StudiedbyElectronLiedlG.L.,PerryD.,28(1989),L955-L958
EnergyLossSpectroscopyHiragaK.,HirabayashiM.,
NakajimaS.,KikuchiM.,
SyonoY.,HojouI(.
andSogaT.
89-173EmissionSpectrometricDeterminationofWagatsumaK.Ana1.Chem.,61
ManganeseandChromiuminSteelswithaandHirokawaI{.(1989),2137-2141
DualCathodeGlowDischargeLamp
89-1740bservationsofBismuthandLeadIonicWagat.sumaI(.J,Anal,At,
EエnissionLinesExcitedfroxturesandHirokawaK.Spectrom.,4(1989),
525-528
〆
89-175発 光 分 光 分 析 の 展 望 広 川 吉 之 助 鉄 と 鋼75(1989),＼
1964-1968
89-176CorrelationbetweenToandHoleKoikeY.,IwabuchiY.,PhysicaC,159
ConcentrationintheCation-・SubstitutedHosoyaS.,KobayashiN.(1989),105-110
Bi2Sr2CaCu208+SystemandFukaseT.
89-177SemiconductivityintheToyotaN.,KoorevaarP.,J.Phys.:Condens.
Double-Zigzag-ChainComplexOxideBergJ.,KesP.H.,Matter,1(1989),
RE2Ba2CuPtOs(RE=Y,Er,Ho)MydoshJ.A.,ShishidoT.,372!-3726
SaitoY.,1(urodaN.,
UkeiK、,SasakiT,
andFukudaT.
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89-178CriticaユFieldAnisotropyinSasakiT.,ToyotaN、,J .Phys.Soc,Jpn.、
脾2K-SuperconductingState"ofOrganicHasumiM
.,OsadaT.,58(1989),3477-3480
Superconductorβ一(BEI)T-TTF)213KagoshimaS.,AnzaiH .,
TokumotoM,
andKinoshitaN.
89-179EvidenceofMany-BodyRenormalizationsToyotaN,,FentonE.W.,SolidStateCommun, ,
inSomeOrganicConductorsSasakiT、andTachikiM。72(1989),859-862
89-180SuperconductingCriticalTemperatureKarniguchiY.,ObiY.,MRSInt.Meet.
andUpPerCriticalFieldofIkebeM.andFuji皿oriH,AdvancedMaterials ,
Nb/A1203MultilayerFilms10(1989) ,3-8
,89-18ユLowTemperatureSpecificHeatofObiY.Sci.Rep,RITU,A34
Amorphous(Co1-×Mn×)19m-yByAlloys(1989) ,241-250
89-182StructureandMagneto-OpticalKerrTakanashiK、,FujimoriH 、,MRSInt.Meet.
EffectofPtMnSb-BasedMultilayerFilmsWatanabeM.tShojiM.AdvancedMaterials ,
andNagaiA,10(i989),397-402
89-183TheEffectofYS皿bstitutionbyMoritaH.,MurakamiY.,PhysicaB,155
LanthanidesonJoofKoyanagiY,,WatanabeK ,,(1989),178-181
Ba2YICu307一δNotoK,andFujimoriH.
89-184CriticalCurrentDensityandItsMoritaH.,WatanabeK .,Jpn.J.App1.Phys.,
HysteresisinMagneticFieldforMurakamiY,,KoyanagiY.,28(1989) ,L628-L630
Ba-Y-Cu-OFilmsPreparedbyaNotoK .,FujimoriH.
SputteringTechniqueandMutoY,
89-].85TheEntha工pyRelaxationofAmorphousNohT ,H.,InoueA.,J.Non-Cryst.Solids,
Fe-CoAlloyswithMetal-MetalloidandFujiInoriH .,MasumotoT.110(1989),190-194
Metal-MetalCompositionsan(iKangI.K.
89-186MechanicallyAIloyedMetalswithInoueA.andMasumotoT,NewMaterialsby
E'N
on-equilibriumPhasesMechanicalAlloying
Techniques,ed.byE.
ArztandL,Schultz,
DGM(1989),327-342
89・-187StableDecagonalAl-Co-NiandA1-Co-CuTsaiA .P,,InoueA.Mater,Trans。JIM,30
QuasicrystalsandMasumotoT,(1989),463-473
89-188Mg-Ni-LaArnorphousAlloyswithaWideInoueA .,KohinataM.,Mater.Trans,JIM,30
Supercoo工edLiquidRegionTsaiA.P、andMasumotoT.(1989>,378-381
89-189KineticsoftheAmorphoustoTsaiA .P.,InoueA.,ActaMetall.,37
1cosahedralStructureTransitionirlBizenY.andMasumotoT.(1989),1443-1449
A1-Cu-VandAl-Mn-SiAlloys
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89-190NewOxideSuperconductorsintheMorolshiK.,lnoueA,,J,Mater.Sci.,24
Sr-Bi-Cu-OSystemMatsuzakiK.(1989),906-910
andMasumotoT.
89-191AStableDecagonalQuasicrystalintheTsaiA,P.,InoueA.Mater.Trans.JIM,30
Al-Cu-CoSystemandMasu皿otoT.(1989),300・-304
89-192ProductionofFe-CAmorphousPowdersbyInoueA.,SaidaJ.Mater.Trans.jIM,30
aTwo-StageQuenchingTechniqueandMasumotoT.(1989),291-299
89-193PreparationofaNewAl-Cu-RuTsaiA.P.,InoueA.J.Mater.Sci,Lett,,
QuasicrystalwithLargeGrainSizesbyandMasumotoT.8(1989),253-256
RapidSolidification
!89-194NewIcosahedralA16zMg38×2andInoueA 、,NakanoK.,Mater,Trans.JIM,30・
AlseMg4sX2AlloysPreparedbyRapidMasurnotoT、andChenH.S.(1989),200-203
Solidification
89-195Al-Cu-TM(TM=遷 移 金 属)系 準 結 晶 薬 安 邦 ・ 井 上 明 久 日 本 金 属 学 会 会 報
増 本 健28(1989),707-716
89-196水 素 吸 蔵 に よ る 金 属 間 化 合 物 の 非 晶 質 化 青 木 清 ・ 増 本 健 日 本 金 属 学 会 会 報
28(1989),803-809
89-197FormationandCrystallizationofAokiK.,YanagitaniA.,J.Less-CommonMet.,
Hydrogen-Indue・edArnorphousMasumotoT.andi47(1989),105-111
S皿Fe2H3.6AlloyChattopadhyayK.
89-198AnisotropicSuperconductingPropertiesIwasakiH.,KobayashiN,,PhysicaC,159
0fHigh-TcT1-Ba-Ca-Cu-OSingleCrystalKikuchiM,,KajitaniT.,(1989),301-305
Syono.Y.,MutoY,
andNakajimaS.
89-199CriticalCurrentCharacteristicsinMatsushitaT.andNiB.【EEETrans.Magn,,,i`
HighTeOxideSuperconductorsMAG-25(1989),N
2285-2288
89-200HysteresisLossesinaType-IIMatsushitaT.,HaradaN.,Jpn.J.ApP1、Phys.,
SuperconductorintheRegimeofYamafujiK.andNodaM.28(1989),356-360
ReversibleFluxoidMotion
89-201AcPermeabilityMeasurementfortnter-MatsushitaT.andNiB.Jpn.J.App1.Phys.,
andlntragrainCriticalCurrent28(1989>,L419-L421
DensitiesinOxideSuperconductors
89-202SaturationtoNonsaturationTransitionYamafujiK.,FujiyoshiT.,Cryogenics,29
0fMacroscopicPinningForceinTokoK.andMatsushitaT.(1989),245-250
Superconductors
-26一
番 号 題 目 発 表 者 掲 載 誌 等
89-203CriticalCurrentDensityofIrieF.,MatsushitaT.,Cryogenics,29
SuperconductingNb-TaTapesinaOtabeS、 、MatsunoT.(1989),317-320
LongitudinalMagneticFieldandYamafujiK.
89-204NonsaturatedPinningCharacteristicsbyMatsushitaT.,HaradaN.Cryogenics,29
NormalPrecipitatesinSuperconductingandYarnafujiK.(1989),328-333
Nb-Ta
89-205TheoreticalEstimateofCriticalMatsushitaT.,NiB.Cryogenics,29
TransportCurrentDensityinandYamafujiK,(1989) ,384-387
PolycrystallineOxideSuperconductors
89-206高 温 超 伝 導 体 の 磁 束 ピ ン 止 め 特 性 松 下 照 男 応 用 物 理58(1989) ,
762-765
89-207ATheoryofThermallyActivatedFluxYarnafuji}(.,FujiyoshiT.,PhysicaC,159
CreepinNonidealTypeIITokoK ,aridMatsushitaT.(1989),743-759
Superconductors
89-208F1uxCreepinSinteredSuperconductingMatsushitaT.,FunabaS.,Jpn.J.App1.Phys.,
Y-Ba-Cu-ONagamatsuY.,NiB.,28(1989),L1508-L1510
FunakiK.andYamafuji蓬(.
89-209CriticalCurrentDensitiesinMatsushitaT,,NiB.tJpn.J.App1、Phys.,
SuperconductingY-Ba-Cu-OPreparedbyHurakamiM,,MoritaM,,28(1989),L1545-L1548
theQuench-and-MeltGrowthTechniqueMiyamotoK,,SagaM,,
MatsudaS,andTaninoM.
89-210ResistiveTransitioninYBa2Cu30zandKobayashiN .,IwasakiH.,PhysicaC,159
Bi2(Sr,Ca)3Cu20zCVDFilmsunderHighKawabeH.,WatanabeI(,,(1989),295-300
MagneticFieldYamaneH,,KttrosawaH.,
MasumotoH.,HiraiT.
andMutoY.
89-211Electron-PhononInteractionsintheFuruyamaM.,KobayashiN.Phys.Rev,B,40
SuperconductingChevrelPhaseCompoundsandMutoY,(1989),4344-4354
Mo6Se8-)くSx
89-212MagneticPropertiesofthe3dSanoY.,OnoderaH,,J.Magn,Magn.
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